	A.O.M
	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　５月　１4日　（月）

司会　市島　正江　　記録　荒木田　槙子
	藤　原

（香）
	阿　部
	市　島
	沢　田
	藤　原

（英）
	紫　波
	滝　田
	工　藤
	荒木田
	中　野

	○
	公休
	○
	○
	深夜
	○
	準夜
	○
	○
	公休

	本　田
	久　保
	木　村
	加　藤
	番　地
	三和
	石　岡
	鳴　海
	下　平
	佐々木（真）

	公休
	学校
	　公休
	○
	準夜
	深夜
	公休
	公休
	業務
	○

	佐　藤
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	学校
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・5/18（金）9：30～定期心電図検査

12名の予定でしたが、滝澤　久江様が4ヶ月程心電図を行っていないため、追加になり、13名に変更となります。肥満で心負担の可能性がある為、その結果でよこまちストアーないしは病院近辺の散歩が可能か医師に確認してください。

・職員旅行についての概略が掲示されていますので、各自確認お願いします。又、班希望・不参加届を提出する際は、各施設のA.O.Mのサインが必要となります。受理された際は、担当である南病棟の沢上ＳＷまで提出し、勤務調整の兼ね合いもあるため、各病棟のＳＧＭへ報告して下さい。締め切りは５月２１日（月）までとなります。
＜患者様連絡事項＞

· 稲垣　恵利子様～本日皮膚科診察行っています。右第1趾の瘭疽については、炎症　　　

見られず改善傾向であるため、本日の朝でサマセフ3ｃaｐ飲み切り止め、処置はアズクロ塗布継続となっています。引き続き、患部の観察と清潔保持をしていきましょう。

· 元沢　政治様～昨日、弟様の面会あり1万5千円のお小遣いを本人へ渡しています。

　　　　　　　　お小遣いが少なくなると、不眠や独語、不機嫌さや日課取り組みに遅れが目立ってくるため、来月より5千円をスタッフで預かる事を弟様に説明、了解して頂いています。必要性についてスタッフから話しても了解しない方なので、次回面会に来た際に弟様より説明して頂く事にしています。引き続き、睡眠や日課への取り組み状況について観察していきましょう。

・滝澤　久江様～単独許可はありますが、現在の歩行状態(前傾姿勢)や肥満体型を考えると、転倒の危険性も予測されます。そのため、現在、体重コントロール・体力の向上を目的に下記の運動法を検討しています。

1 仰臥位での片足の挙上・屈曲

2 仰臥位での骨盤挙上　　　　　　　　①～②5回/セット

3 臥床から立位までの一連の流れを掴まらないで、自分で体重を支えながら行う。

4 歩行(つま先から歩き、前屈にならないよう指導)10分

　　　　　　　　また、18日の心電図結果を踏まえ、外の環境や足慣らしをしから始めて行く事を話し合っています。担当者はケアプランの見直しをお願いします。

· 津嶋　イチ子様～先週、よこまちストアまで買い物に行かれていますが、その際に、

　　　　　　　　　全財産（6万5千円）を所持し、広げながら会計しているとの情報がありました。

　　　　　　　　　本人に限らず、大金を所持している患者様が多い為、買い物に付いたスタッフは状況観察、必要時介入・指導していきましょう。また、金銭管理の必要や指導ついて毎週水曜日のリハプロの時間に実施してみてはどうかとの意見が出ています。社会復帰支援の担当者に見直し・検討して頂くこととします。

· 加賀谷　芙美子様～デキスターの購入と糖尿病について知りたいとの事で、5月16　

日(水)10時から14時に八戸赤十字病院内科受診を予定していましたが、糖尿病の管理が出来ている事、デキスターは他薬局で購入でき針や検査チップも補充できる事、本人が糖尿病について知りたい目的もなくなったとの事で受診はなしになっています。ご家族に1月以上面会が無いので交流目的に変更し面会に来ていただくように連絡していますが、子供さんが小さい為病院受診目的でなければ無理したくないと話され、日時を変更したり、キャンセルの可能性あります。明日の日勤帯に連絡が入る事になっています。その際には、食事変更の連絡を栄養課にお願いします。

· 本多　富美様～本人6月の末に退院と話していますが、ご家族から確認できていま

せん。ご家族は医師の判断で日時を決めると話していたと情報ある為、明日の問診で日程を決めてご家族に連絡をしていくことにしています。

・佐藤　節子様～単独外出許可についてお姉様に確認したところ、拒否された事で昨日より鬱気分を訴えています。表情も硬く、早朝覚醒もありますが、スタッフ傾聴しています。退院したらもっと悩みが出てくる事や、一つの悩みを部分的な悩みと受け取り分けて考えられるようになれば良いことなどを伝え、｢思ったより落ち込みが少ない｣とのことで気持ちの動きを振り返っていただいています。スタッフは、時に声掛け行い気分の変調を観察し関わっていきましょう。また、単独外出許可についての依頼連絡を、八戸と北海道にいるお姉様に連絡しても良いと本人よりの許可を頂いた為ため、下平PSWと情報共有しながら進めていく方針です。

　　　　　　　

＜週間連絡予定＞

5月14日(月)　　　稲垣　恵利子様：東病棟にて皮膚科診察

　　15日(火)　　　スピール膏貼付：田野端　忠夫様(両足底部)

　　　　　　　　　　　　　　　　　三上　勇様(左右足底部)

　　17日(木)　　　皮膚科診察

　　18日(金)　　　定期心電図検査　9時半から(13名)

　　　　　　　　　院内歯科受診：佐藤　節子様

＜ＯＴ１週間の報告・検討＞

· 佐藤　節子様～単独外出泊の許可が出ない事について、ＯＴスタッフに話し悩み事　

　を打ち明ける事があります。本人より｢物を作る気分にならない｣と話され、無理強いして進めないように様子を観察しながら声掛けしていくことにしています。

· 滝澤　久江様～現在、貼り絵をやっていますが、自ら確認・報告する事がないため　

一定の範囲決め、そこが終了したらＯＴスタッフに自ら声掛けし次の作業を聞くように関わっています。病棟日課でも同様の関わりを行って行き、徐々に一連の流れにそって行えるようなりつつあります。以後も継続し関わっていきましょう。

· 本多　富美様～6月に退院の目途がたっており、以前より作業に対しての自発性も　　　

みられてきています。作業を基本通りに行わず、屁理屈や身勝手さありますが失敗してしまう事は目立たなくなり、評価しています。以前に退院が近くなると不安になり精神的な不調の逆戻りになってしまった事が数回ある方です。気分変動について観察し振り返りしていきましょう。

　　　　　　　　


































